
安静時心拍数の精度について



PetVoiceデバイスで取得した心拍数の推定値と実測値の平均相対誤差（MRE: Mean relative error）
は0.11、決定係数R2は0.779であり、推定値と実測値の間に十分な相関を確認できた

1.試験デザイン 
• データ元試験：メデトミジン投与試験 
• 振動ピークの検出：SciPy（科学技術計算ライブラリの一つ） 

• 精度評価方法：作成した推定ロジック・パラメータと、テレメト
リーシステムで取得した心拍数（実測値）との相関解析 

• データ取得期間：8日間（2例×4日間） 

• データ取得回数：250回 

• データ取得頻度：1.3回／時 

2.結果 
安静時心拍数の推定値と実測値の平均相対誤差（MRE: Mean relative 
error）は0.11、決定係数R2は0.779であり、推定値と実測値の間に十分
な相関を確認できた（図1）。さらに、メデトミジン投与による40回／
分前後の低い心拍数に対しても相関が維持されていることが示され
た。以上より、動物の状態悪化に伴う安静時心拍数の推移をモニタリ
ングする際に本システムが活用可能であると考えられた。
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